
　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
、
原
発
の
事

故
、
急
激
な
円
高
に
よ
る
景
気
の
停
滞

な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
年
で
し
た

が
、
今
年
は
ひ
と
つ
で
も
多
く
、
皆
さ

ま
に
明
る
い
話
題
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
渋
川
市
に
と
っ
て
も
、
渋
川

総
合
病
院
と
西
群
馬
病
院
の
統
合
問

題
、
高
崎
渋
川
線
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト

決
定
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
赤
城
公

民
館
建
て
替
え
な
ど
、
地
域
の
将
来
を

左
右
す
る
問
題
に
取
り
組
む
大
切
な
年

と
な
り
ま
す
。
県
議
会
議
員
と
し
て
皆

さ
ま
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞
き
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

『
わ･

わ･

わ
通
信
』
新
年
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
身
近
な
心
配
事
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
放
射
性
物
質
の
測
定
体
制

や
、
幹
線
道
路
整
備
、
地
域
の
動
き
を

お
伝
え
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
の
約
束
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
掲
げ
た
政
策
実
現
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

群
馬
県
議
会
議
員 

金
子　

渡

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

24
台
購
入　

測
定
強
化
へ

　

福
島
原
発
事
故
の
放
射
性
物
質
に
対

す
る
群
馬
県
の
測
定
体
制
を
報
告
し
ま

す
。

■
空
間
放
射
線
量

　

◎
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
24
基
を
23

年
度
中
に
設
置
（
渋
川
市
に
も
設

置
）。

　

◎
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
を
購
入
し
５

カ
所
で
定
点
観
測
測
定
、
23
年
９

月
に
１
４
９
地
点
で
調
査
を
実
施
。

今
後
も
定
期
的
な
測
定
を
行
う
。

　

◎
23
年
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬
に
航

空
機
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
。

■
水
質
、
農
畜
産
物
検
査

　

◎
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
を

衛
生
環
境
研
究
所
と
企
業
局
に
１

台
、
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
２
台

設
置
。

■
学
校
給
食
検
査

　

◎
精
米
・
小
麦
粉
は（
財
）群
馬
県
学

校
給
食
会
で
検
査
を
実
施
。

　

◎
各
市
町
村
の
給
食
は
学
期
毎
に
検

査
。（
渋
川
市
で
は
独
自
検
査
実

施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。）

　

測
定
結
果
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
不
安

を
払
拭
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
測
定
、
検
査
体
制
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

12
月
県
議
会　

補
正
予
算
・
一
般
質
問

金
子
わ
た
る
の
県
政･

議
会
報
告

県
有
15
施
設
の

指
定
管
理
者
決
ま
る

　

県
有
15
施
設
で
、
Ｈ
24
年
４
月
か
ら

の
新
た
な
指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

敷
島
公
園
は
㈶
群
馬
県
公
園
緑
地
協

会
か
ら
民
間
へ
移
行
と
な
り
、
今
年
度

直
営
と
な
っ
て
い
ま
し
た
前
橋
ゴ
ル
フ

場
は
『
㈱
フ
レ
ッ
セ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
内
行
幸
田
の
『
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク

記
念
温
水
プ
ー
ル
』
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
（
社
福
）
群
馬
県
社
会
福
祉
事
業
団

と
な
り
ま
し
た
。
期
間
は
27
年
３
月
ま

で
の
３
年
間
で
、
指
定
管
理
料
は
１
億

８
３
５
０
万
円
（
３
年
分
）
で
す
。

正
田
醤
油
ス
タ
ジ
ア
ム
群
馬

Ｊ
リ
ー
グ
基
準
対
応
改
修

　

ザ
ス
パ
草
津
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
あ
る
敷
島
ス
タ
ジ
ア
ム
を
、
Ｊ
２
の

新
規
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
座

席
と
照
明
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

40
㎝
の
座
席
幅
を
45
㎝
に
広
く
し
て

１
万
席
設
置
す
る
の
に
２
億
７
０
０
０

万
円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
全
て
の
照
度
を

１
５
０
０
ル
ク
ス
以
上
に
す
る
の
に
８

０
０
０
万
円
、
23
・
24
年
度
の
２
カ
年

事
業
で
総
額
３
億
５
０
０
０
万
円
で
す
。

地
域
医
療
再
生
特
例
交
付
金

病
院
統
合
計
画
に
28
億
円

　

国
の
内
示
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
地

域
医
療
再
生
交
付
金
の
渋
川
総
合
病
院

と
西
群
馬
病
院
の
統
合
計
画
に
対
す
る

交
付
額
が
、
28
億
６
１
０
０
万
円
に
決

定
し
ま
し
た
。
新
渋
川
看
護
専
門
学
校

設
置
に
も
６
７
８
万
円
が
交
付
さ
れ
ま

す
。群
馬
県
は
１
２
０
億
円
を
申
請
し
、

46
億
４
８
５
８
万
円
の
内
示
と
厳
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
28
億

円
強
（
60
％
以
上
）
が
病
院
統
合
計
画

に
配
分
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
付
金
の
決
定
を
受
け
総
事
業
費
は

１
１
７
億
円
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
が
、

市
は
建
設
負
担
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
約

20
億
円
の
支
出
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

年
度
内
に
は
病
院
の
機
能
や
診
療
科

目
、
市
の
負
担
額
等
を
決
め
、
渋
川
市

と
西
群
馬
病
院
と
で
基
本
協
定
書
を
交

わ
し
、
建
設
予
定
地
の
開
発
協
議
手
続

き
、
建
物
の
設
計
業
務
に
入
っ
て
い
き

ま
す
。
開
院
は
Ｈ
27
年
の
予
定
で
す
。

　

市
の
財
政
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
た
め
に
、
今
後
も
県
の
単
独
補
助
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

渋
川
看
護
専
門
学
校

開
設
費
用
の
６
割
を
助
成

　

渋
川
看
護
専
門
学
校
は
今
年
４
月
か

ら
３
年
制
の
看
護
課
程
へ
と
変
更
と
な

り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
整

備
に
対
し
て
の
地
域
医
療
再
生
交
付
金

や
運
営
へ
の
県
助
成
も
あ
り
ま
す
が
、

学
校
運
営
は
持
ち
出
し
が
多
い
現
状
で
、

渋
川
地
区
医
師
会
の
ご
尽
力
に
対
し
敬

意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　

募
集
人
員

は
40
名
で
、

３
年
後
に
は

北
毛
地
域
の

医
療
の
発
展

を
担
う
看
護

専
門
職
が
誕

生
し
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

３
年
間
で
特
養
１
２
０
０
床

　

Ｈ
24
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
は
第

５
期
計
画
期
間
（
〜
26
年
度
）と
な
り
、

制
度
改
正
、
保
険
料
、
介
護
報
酬
の
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

県
は
私
の
一
般
質
問
の
答
弁
の
中
で
、

要
望
の
強
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
目
標
を
３
年
間
で
１
１
０
０
〜
１

２
０
０
床

と
す
る
方

針
を
示
し

ま
し
た
。

　

渋
川
市

も
90
床
の

整
備
を
行

う
計
画
で

す
。

産
経
土
木
常
任
委
員
会

被
災
地
調
査
を
実
施

　

私
の
所
属
す
る
『
産
経
土
木
常
任
委

員
会
』
で
、
南
三
陸
町
、
石
巻
市
、
仙

台
空
港
等
の
被
災
地
の
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
東
北
地
方
整
備
局
で
は
震

災
直
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。　

　

現
地
入
り
は
二
度
目
で
し
た
が
、
ガ

レ
キ
撤
去
の
現
状
等
を
調
査
し
、
あ
ら

た
め
て
津
波
被
害
の
す
ご
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
今
後
も
被
災
地
の
復
興
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

明けましておめでとうございます明けましておめでとうございます
皆さんお元気ですか

『わ･わ・わ通信』の金子わたるです

ゲルマニウム半導体検出器による
測定（衛生環境研究所）

群馬県議会・新星会

金子わたる事務所

〒377-0007
渋川市石原144-1
電気センタービル２F
☎0279-26-3841

毎年9月、記念プールで行われる
ゆうあいフェスティバル

渋川看護専門学校（金井）

東北地方整備局・指令センターでの説明 平成23年12月2日の一般質問



北
橘
町
鬼
ヶ
島
カ
ー
ブ

道
路
改
良
2.5
ｍ
歩
道
設
置

　

渋
川
大
胡
線
八
崎
地
内
・
佐
久
発
電

所
北
の
通
称
・
鬼
ヶ
島
カ
ー
ブ
は
道
路

の
線
形
を
良
く
し
、
歩
道
を
設
置
す
る

工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
現
在
用
地

買
収
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度

以
降
工
事
に
入
り
、
27
年
度
の
開
通
予

定
で
す
。

　

工
事
延
長
は
５
５
２
・
８
ｍ
で
幅
員

は
10
・
５

ｍ
、
片
側

に
２
・
５
ｍ

の
歩
道
が

設
置
さ
れ

ま
す
。
総

事
業
費
は

約
４
・
９

億
円
で
す
。

Ｈ
25
年
度
開
館
に
向
け
て

赤
城
公
民
館
建
て
替
え

　

赤
城
公
民
館
は
総
合
支
所
や
旧
議
会

棟
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
建
物
・

周
辺
整
備
の
検
討
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
旧
議
会
棟
等
を
使
用
し
て
い
る

団
体
と
の
調
整
や
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
考
慮
し
、
当
初
計
画
の
と
お
り
公
民

館
の
み
の
建
て
替
え
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
23
年
度
に
利
用
団
体
等
に
説
明
し
、

実
施
設
計
委
託
、24
年
度
＝
解
体
工
事
、

25
年
度
＝
建
設
工
事
、
開
館
の
予
定
で

す
。

　

建
物
は
鉄
骨
造
２
階
建
、
延
床
面
積

１
５
７
９・

25
㎡
。
概

算
事
業
費

は
５
億
７

０
０
０
万

円
で
合
併

特
例
債
事

業
と
な
り

ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

６
５
０
０
食
に
見
直
し

　

Ｈ
26
年（
行
幸
田
、
子
持
）・
27
年（
赤

城
）の
調
理
開
始
に
向
け
、
給
食
セ
ン

タ
ー
３
カ
所
の
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。

　

少
子
化
に
よ
る
児
童
数
の
減
少
で
当

初
８
０
０
０
食
の
計
画
が
６
５
０
０
食

に
変
更
し
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

節
電
対
策
の
中
、
１
施
設
を
オ
ー
ル
電

化
か
ら
ガ
ス
を
使
用
す
る
施
設
に
変
更

と
し
ま
し
た
。

　

規
模
を
縮
小
し
ガ
ス
使
用
に
見
直
す

こ
と
で
初
期
投
資
が
約
２
億
１
０
０
０

万
円
の
減

額
と
な
り
、

ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト

は
年
間
２

５
０
万
円

増
額
と
な

り
ま
す
。 

子
持･
中
郷
―
敷
島･

赤
城

橋
り
ょ
う
・
道
路
整
備 

　

浅
田
―
敷
島
間
の
橋
り
ょ
う
（
１
３

５
ｍ
）
工
事
が
本
格
化
し
ま
す
。

◎
Ｈ
23
年
度

　
　

赤
城
側
道
路
、
子
持
側
橋
台
工
事

◎
Ｈ
24
年
度
〜
25
年
度

　
　

橋
脚
・
橋
台
の
下
部
工
事

◎
Ｈ
26
年
度

　
　

橋
脚
・
橋
台
の
上
部
工
事

　
　

開
通
予
定

　

幅
員
は
橋
り
ょ
う
９
ｍ
、
道
路
９
・

25
ｍ
、
総
事
業
費
は
国
道
17
号
か
ら
の

道
路
改
良

（
浅
田
地

内
）
２
５

０
ｍ
を
含

め
て
約
８

億
円
で
、

合
併
特
例

債
を
使
用

し
ま
す
。

小
野
上
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
施
設
の
充
実
へ

　

昨
年
10
月
、
市
に
対
し
『
社
会
福
祉

施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書
』
が

検
討
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、『
小
野
上
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
』『
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
』『
高

齢
者
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
』は
指
定
管

理
者
制
度
の
検
討
等
が
提
言
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
存
続
さ
れ
る
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
施
設
で
す
。
更
な
る
充
実
を

め
ざ
し
ま
す
。

群
馬
Ｄ
Ｃ
効
果

伊
香
保
温
泉
５
％
ア
ッ
プ

　

伊
香
保
温
泉
再
生
事
業
は
Ｈ
22
年
度

に
石
段
延
伸
と
イ
ベ
ン
ト
広
場
が
完
成

し
、
23
年
度
は
旧
ハ
ワ
イ
王
国
公
使
別

邸
の
移
築
に
入
り
、
今
春
の
完
成
予
定

で
す
。
事
業
費
は
３
９
９
０
万
円
。
24

年
度
は
南
側
に
資
料
展
示
室
を
新
築
し

ま
す
。

　

昨
年
の
群
馬

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
７
〜

９
月
）
は
、
伊

香
保
は
前
年
比

１
０
５
・
９
％

の
来
客
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

渋
川
警
察
署

ベ
イ
シ
ア
行
幸
田
店
南
へ
移
転

　

ベ
イ
シ
ア
行
幸
田
店
南
市
有
地
に
移

転
と
な
る
渋
川
警
察
署
は
、
埋
蔵
文
化

財
の
試
掘
が
行
わ
れ
、Ｈ
24
年
度
以
降
、

造
成
工
事
、
設
計
委
託
、
建
設
工
事
と

進
み
ま
す
。
新
警
察
署
の
完
成
、
引
越

し
は
26
年
10
〜
12
月
の
予
定
で
、
27
年

に
は
業
務
開
始
の
予
定
で
す
。

　

警
察
署
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

合
わ
せ
た
、
周
辺
道
路
の
12
ｍ
拡
幅
工

事
は
先
行
し
て
市
が
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
迂
回
し
て
通
行
し
て
い
る
高

崎
市
の
国
道
17
号
問
屋
町
入
口
〜
大
八

木
工
業
団
地
ま
で
の
４
２
０
ｍ
区
間

（
高
崎
イ
オ
ン
モ
ー
ル
先
の
突
き
当
た

り
）
は
、
今
年
の
３
月
中
に
４
車
線
で

開
通
と
な
り
ま
す
。
金
古
町
〜
前
橋
伊

香
保
線
ま
で
（
４
・
８
㎞
）
も
６
月
ま

で
に
、
小
倉
ま
で
は
Ｈ
25
年
３
月
ま
で

に
開
通
の
予
定
で
す
。

　

小
倉
〜
行
幸
田
・
と
り
せ
ん
交
差
点

（
２
・
６
㎞
）
間
の
第
３
期
工
区
は
、

地
元
自
治
会
に
ル
ー
ト
が
提
示
さ
れ
ま

高
崎
渋
川
線
バ
イ
パ
ス
渋
川
市
内
の
ル
ー
ト
示
さ
れ
る

　
　

〜
交
差
点
や
側
道
の
設
置
は
地
元
意
見
を
大
切
に
〜

　

上
信
自
動
車
道
渋
川
西
バ
イ
パ
ス
は

Ｈ
25
年
度
中
の
４
車
線
化
に
向
け
て
中

村
上
郷
線
・
中
村
〜
石
原
交
差
点
間
の

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

地
元
か
ら
は
高
規
格
道
路
化
に
対
し

安
全
対
策
の
要
望
が
出
て
い
ま
す
が
、

豊
秋
小
西
交
差
点
は
早
期
の
歩
道
橋
設

置
で
県
が
対
応
し
ま
す
。

　

藤
ノ
木
交
差
点
〜
入
沢
ま
で
の
測
量

も
行
わ
れ
、
28
年
度
以
降
の
整
備
計
画

で
バ
イ
パ
ス
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
民
家
が
立
ち
退
き
と
な
る
計
画

で
、
ル
ー
ト
と
な
る
入
沢
町
内
住
民
や

金
井
本
町
自
治
会
か
ら
は
要
望
書
も
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
理
解
の
得
ら
れ
る
計
画

と
な
る
よ
う
皆
さ
ん
の
声
を
県
、
国
へ

届
け
て
い
き

ま
す
。

　

県
道
高
渋

線
拡
幅
事
業

（
石
原
〜
行

幸
田
・
と
り

せ
ん
）
も
用

地
買
収
は

上
信
自
動
車
道
渋
川
西
バ
イ
パ
ス
住
民
理
解
の
得
ら
れ
る
計
画
で

　
　

〜
豊
秋
小
西
交
差
点
に
歩
道
橋
設
置
〜

し
た
。
県
は
地
権
者
等
と
の
協
議
を
踏

ま
え
、
24
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
入
り

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
交

差
点
や
側
道

の
設
置
な

ど
、
地
元
意

見
を
十
分
に

取
り
入
れ
る

よ
う
県
に
働

き
か
け
て
い

き
ま
す
。

70
％
と
な
り

ま
す
が
、
中

村
上
郷
線
の

４
車
線
化
や

高
渋
バ
イ
パ

ス
の
進
捗
を

見
な
が
ら
拡

幅
工
事
に
入

り
ま
す
。

　

要
望
の
あ
る
歩
行
者
・
自
転
車
の
安

全
対
策
は
路
側
帯
の
拡
幅
・
舗
装
で
対

応
し
ま
し
た
。
今
後
も
歩
道
の
先
行
設

置
を
県
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

県と渋川の連携いろいろ
約束します。
　　身近な県政を
　　　　あなたのそばに

県道高渋線・路側帯を拡幅

４車線化の進む中村上郷線・JR跨線橋 歩道が設置される豊秋小西交差点 急ピッチで進む工事　吉岡町・上野田地内

イベント広場で行われた
ＭＭ-1フェスティバル

橋りょうイメージ図（浅田側から見る）
南部給食センター建設予定地
（ベイシア行幸田店南市有地）

Ｈ25年度開館に向けて　赤城公民館 大型車が通ると危険なカーブ

ホームページ
http://k-wataru.jp
活動ブログ、
ほぼ毎日更新中！

WWaa!!WWaa!!WWaa!!
通通信信

わたる
のわ！

人の和
のわ！

対話の
わ！

輪が広
がるの

わ！平
和のわ

！
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